
土曜
ASHUREY CLASS

原文で味わう詩篇23篇

No.7  2026.  2. 07

תהלים



１. テキスト

「いまだ」なされて
いない栄光の王、
すなわち再臨のキリ
ストの到来の預言

24

復活によってもたらされ
た「いのちを与える霊」、
すなわち「霊に中に生き
ること」の喜びが綴られ
預言されています。

23

イェシュアの受難
と死と復活の預言

22



１. 全体のテキスト
【新改訳2017】詩篇23篇 ダビデの賛歌

1 主は私の羊飼い。私は乏しいことがありません。
2  主は私を緑の牧場に伏させ いこいのみぎわに伴われます。
3  主は私のたましいを生き返らせ
御名のゆえに 私を義の道に導かれます。

4  たとえ 死の陰の谷を歩むとしても 私はわざわいを恐れません。
あなたが ともにおられますから。
あなたのむちとあなたの杖 それが私の慰めです。

5  私の敵をよそに あなたは私の前に食卓を整え
頭に香油を注いでくださいます。私の杯は あふれています。

6  まことに 私のいのちの日の限り
いつくしみと恵みが 私を追って来るでしょう。
私はいつまでも 主の家に住まいます。



2.「人称」①
【新改訳2017】詩篇23篇 ダビデの賛歌

1 主は私の羊飼い。私は乏しいことがありません。
2 主は私を緑の牧場に伏させ いこいのみぎわに伴われます。
3 主は私のたましいを生き返らせ
御名のゆえに 私を義の道に導かれます。

4 たとえ 死の陰の谷を歩むとしても 私はわざわいを恐れません。
あなたが ともにおられますから。
あなたのむちとあなたの杖 それが私の慰めです。

5 私の敵をよそに あなたは私の前に食卓を整え
頭に香油を注いでくださいます。私の杯は あふれています。

6 まことに 私のいのちの日の限り
いつくしみと恵みが 私を追って来るでしょう。
私はいつまでも 主の家に住まいます。



2.「人称」②
●詩篇23篇は「主」と「私」という人称しかありません。4～5節で
は「主」が「あなた」に置き換えられています。この詩篇は「主と私
のかかわり」を語っている詩篇です。
●ところで、ここにある「私」とは誰のことを指しているのでしょう
か。表題にはダビデによるとありますから、ダビデだと思ってしまい
ます。詩篇の多くはダビデによるものですが、イェシュアはダビデよ
りも前におられる先取的存在です。つまり、ダビデはイェシュアを証
しするために存在させられているという前提で見るならば、この
視点は「御父と御子のかかわり」を歌った詩篇と見ることができ
ます。その御子は「人となられたイェシュア」です。そのかかわ
りの中に、私たちをも招かれているのです。



3. 今回のテキスト ①
●この部分は、詩篇23篇の部分で最も難解な部分です。これまで、この
部分の「私」をダビデのものとして解釈してきました。そしてこの5節を
【主と客人】の関係ととらえて、客人をもてなす「神の歓迎」として解釈
してきました。しかし、今回の講義では「私」をイェシュアとしています。
とすれば、どのように解釈すべきか悩みました。

●しかし、エレミヤ書の33章3節に「わたしの名を呼べ」とあります。

   【新改訳2017】エレミヤ書 33章3節
『わたしを呼べ。そうすれば、わたしはあなたに答え、
あなたが知らない理解を超えた大いなることを、あなたに告げよう。』
とあるように、霊と信仰を働かせて、主の御名(シェーム・イェシュア)

    を呼びたいと思います。



3. 今回のテキスト
【新改訳2017】詩篇23篇5節

私の敵をよそに あなたは私の前に食卓を整え
頭に香油を注いでくださいます。私の杯はあふれています。

ツォールラーイ ネゲド シュルハーン レファーナイ タアローフ

נֶגֶד צֹרְרָישֻׁלְחָןלְפָנַיעֲרֹ�תַּ 
私を苦しめる(敵対する)者たち(צָרַרの複数分詞) 食卓 私の前で あなたは整える(未完了)

～の前で עָרֵ�

                                  レヴァーヤー コースィー ローシー ヴァッシェメン ディッシャンター

רְוָיָהכּוֹסִיראֹשִׁיבַשֶּׁמֶןדִּשַּׁנְתָּ 
あふれている 私の杯は 私の頭を     香油で あなたは油を注いだ(完了)

דָּשַׁן



4.「整える」①
●5節前半「私の敵をよそに あなたは私の前に食卓を整え」の原文
は、「私を苦しめる(敵対する)者たちの前で、あなたは私の前に食卓
を整える」です。
●「整える」と訳された「アーラフ」(�ַעָר)の初出箇所は、創世記14
章8節です。そこでは「戦う備えをする」という意味で用いられてい
ます。これは「私の敵をよそに」(原文は「私の敵の前で/私を苦しめ
る(敵対する)者たち」複数分詞の前で)とあることから、「整える(備
える)」とは「私に敵対する者たちに対して(戦いの)備えをする」と
いう意味になります。整える主体は「タアローフ」( עֲרֹ�תַּ  )で「あな
たが整える」です。「あなた」とは「御父」で、御父が御子に対して、
御子に敵対する者たちの前で戦いの備えをするということです。



4.「整える」②
●イェシュアに従って行きたいと申し出をした「一人の律法学者」が、
「先生、あなたがどこに行かれても、私はついて行きます」とイェ
シュアに申し出ました。この者に対してイェシュアは何と言われたで
しょうか。

「狐には穴があり、空の鳥には巣があるが、
人の子には枕するところもありません」

●「人の子」とはイェシュアの自称です。「人の子」は「メシア」と
いう意味です。当時の人々のメシア観がイェシュアと異なっていたた
めに、「人の子」と言ったのです。



4.「整える」③

●イェシュアが「人の子には枕するところもありません」とは、
どういうことでしょうか。「枕する」というギリシア語は「クリ
ノー」(κλίνω)です。同じ語彙が、なんとイェシュアが十字架に
かかり「『完了した』と言われた。そして、頭を垂れて霊をお渡
しになった」(ヨハネ19:30)で使われています。
●イェシュアは誕生されてから死ぬまで、御父のみこころに完全
に従われたのです。イェシュアは「死に至るまで」、片時も休む
ことなく、自分に与えられた使命を果たし終えられるまで、休む
ことなく働いたという意味で「人の子には枕するところもありま
せん」と言われたのです。



5.「食卓」①
●「食卓」と訳された「シュルハーン」( לְחָןשֻׁ  )とは、聖所にある
「パンの机」のことです。そこに置かれたパンは、祭司たちが食べる
べきものでした。彼らは机に一週間置かれた堅いパンを、聖所の中で
で食べなければなりませんでした。その堅い食物とは、神と人がとも
に住むための御国のためのパンです。それは神のご計画とみこころ、
みむねと目的を知るための、主にある祭司たちのための食物です。
詩篇23篇の「食卓」は御子が戦いに備えるためのもので、それを
御父が整えられるのです。単なる食事のことではありません。



5.「食卓」②
●イェシュアは預言者として、また祭司として御国の福音を語り
ました。「天にあることが地にもなりますように」とは、この地
に御国が来るようにという意味です。イェシュアは「主の祈り」
を弟子たち教えられましたが、教えるだけでなくイェシュア自身
もその祈っておられたはずです。その祈りの中に「日ごとの糧を
今日もお与えください」があります。「日ごとの糧」の意味する
ところは、「神が定めておられる」「神が私たちに食べてほしい
と願っておられる必要な」パンということです。それは私たちに
とって食べやすいものではなく、むしろ堅い食物かもしれません。
しかしそれは、御国のために必要不可欠な、無くてはならない、
神から受けるべきものとして定められた」ものを意味するのです。



5.「食卓」③
●そのことをイェシュアは、「食事をしてください」と勧めた弟子た
ちにこう言われました。

「わたしには、あなたがたの知らない食べ物があります」と。

●その意味をイェシュア自身が語っています。

「わたしの食べ物とは、わたしを遣わされた方のみこころを行い、
そのわざを成し遂げることです。」



6.「香油を注ぐ」①
●「あなたは私の敵をよそに 私の前に食卓を整える」と「頭に香油を注いでくだ
さいます」は同義的パラレリズムです。御父は御子のために「戦いのために整えら
れる」ことが、具体的には御父が御子の「頭に香油を注ぐ」ことが必須なのです。
「香油」と訳されていますが、「シェメン」( מֶןשֶׁ  )は「油」です。人の子、すな
わちメシア・イェシュアに注がれた聖霊の油です。しかも、ここでは「ディッシャ
ンター」( נְתָּ דִּשַּׁ  )とあり、「ダーシェーン」(דַּשֵׁן)の二人称完了形で「あなたは
油を注いだ」すなわち「御父が御子に注いだ」という意味です。「注いだ」は預言
的完了形です。事実、イェシュアは公生涯を開始される時に洗礼を受けられました。
その時に、天が開いて神の御霊が鳩のように降り天からの声がありました。その声
とは「これはわたしの愛する子、わたしはこれを喜ぶ」(マタイ3:17)でした。そ
れゆえ、イェシュアの公生涯では「御国の福音」を怯むことなく、かつ豊かに、大
胆に語ることができたのです。それをヨハネはこう記しています。



6.「香油を注ぐ」②

   【新改訳2017】ヨハネの福音書3章34節
34 神が遣わした方は、神のことばを語られる。
神が御霊を限りなくお与えになるからである。

35 父は御子を愛しておられ、その手にすべてをお与えになった。

●35節は、34節を補強するものとなっています。「神が御霊を限り
なくお与えになるからである」の「限りなく」とは、個人訳の田川訳
では「升を用いずに(=出し惜しみせず)」があります。私的には「無
尽蔵に、無制限に」と訳します。原文ではどうなっているのかと言え
ば、以下となっています。



6.「香油を注ぐ」③

●「限りなく」とは、直訳的には「量りから与えない」、つまり「限定しないで与え
る、無制限に与える」という意味です。これは、人の子としてのイェシュアに与えら
れた祝福です。実は「油・香油を注ぐ」と訳された「ダーシェーン」(דָּשֵׁן)にも「肥
える、豊かになる」という意味合いがあったのです。それゆえ、「私の杯はあふれて
いる」(コースィー・レヴァ―ヤー： רְוָיָה כּוֹסִי )と告白できるのです。イェシュアの
中へと信ずる者にもこのような祝福に与ることができます、しかしその完成は、携挙
されてからのことです。



7.「杯」①
●聖書では「交わり」「救い」「怒り」を象徴的に「杯」で表します。
ユダヤでは、会食で杯を回して飲む習慣があったようです。御国にお
いて、神と人が交わることを「杯」で表すのです。

【新改訳2017】マタイの福音書 26章27～29節
27 また、杯を取り、感謝の祈りをささげた後、こう言って彼らに
お与えになった。「みな、この杯(単数)から飲みなさい。

28 これは多くの人のために、罪の赦しのために流される、
     わたしの契約の血です。
29 わたしはあなたがたに言います。今から後、わたしの父の御国で
あなたがたと新しく飲むその日まで、わたしがぶどうの実から

     できた物を飲むことは決してありません。」



7.「杯」②
●御国においては、「杯」に象徴される「神と人との交わりがMaxに
なる」ことを、「あふれる」と表現されます。「あふれる」と訳され
た「レヴァ―ヤー：רְוָיָה」は、
詩篇23篇5節と66篇12節の二箇所しか使われていません。

① 詩篇23篇5節は「あふれるばかりの神と人との交わりの豊かさ」
② 詩篇66篇12節は「豊穣な所としての御国」

あなたは人々に私たちの頭をまたがせ
私たちは火の中水の中を通りました。
しかしあなたは私たちを豊かな所(רְוָיָה)へ
導き出してくださいました。



今回のまとめ

●今回の詩篇23篇5節は、
イェシュアの死と復活を通して与えられる、御国の無尽蔵な
「豊かさ」を啓示しています。これは「すでに」私たちの霊の
中において実現しています。しかし、この地においては
「いまだ」です。イェシュアを通してなされる神のご計画は、
やがて必ず実現するのです。
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